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研究成果の概要（和文）：本プロジェクトではサンスクリット語の子音現象のうち、半母音の多様性・重子音化・歯擦
音のそり舌化の３つの現象を対象とした。解釈の基盤となる視点は、まず音韻現象の解明では抽象的な韻律構造ではな
く子音の調音的特徴、特に口腔ジェスチャー、および聴覚的特徴を重視した分析である。また、歴史的な変化の多様性
・特異性の解釈として、その一つ一つは一般的である複数の要因の相互作用および複数の変化の融合という筋書きを提
示し、いたずらに全体を簡潔化の型に押し込むことは避けた。これらの成果は申請時の仮説をほぼ論証しており、従来
問題視されてきた現象の解釈にも有意義な貢献をすることができたと考える。

研究成果の概要（英文）：Among various phonological phenomena involving consonants in Sanskrit, the 
current project concerns the class of semivowels, gemination, and sibilant retroflexion. From the 
synchronic aspect, the interpretation and analysis are based on the articulatory and perceptual 
properties of consonants, especially oral gestures, rather than the abstract prosodic structure. From the 
diachronic perspective, diversity and idiosyncrasy as observed in gemination and sibilant retroflexion 
result from the interaction of several independent factors, each of which is commonly observed, and the 
merger of a series of processes with the identical outcomes. The conclusions obtained through the current 
project, which support the hypotheses of the research proposal at the time of grant application, 
contribute to the interpretation of the phenomena that have been considered problematical.

研究分野：歴史言語学

キーワード： サンスクリット語　子音変化　子音結合　半母音　重子音化　RUKI　中期インド・アーリア語　同化
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１．研究開始当初の背景 
(1) 古代インドのサンスクリット語は子音が
豊富で体系的であるのに加えて、語末子音の
弱化や同化、歯擦音のそり舌化など、他の諸
言語には見られないような広範な現象や理
論音韻論の枠組の構築の根拠または反例と
なるような音韻論的に興味深い現象が存在
し、先行研究でも議論されることが多い。し
かし、残念ながら理論音韻論の枠組みでの研
究は通常２次・３次文献にもとづく分析で、
部分的に言語事実に誤りがあったり関連現
象を網羅的に扱っていなかったりで妥当性
を欠く。 
(2) 本プロジェクトは、パーリ語の一連の子
音変化を音節構造をもとに統一的にあつか
った、Suzuki (2002) に端を発する。パーリ
語をはじめとする中期インド・アーリア語の
発達形とサンスクリット語の重子音化との
類似性は以前より指摘されており、重子音化
に関心を持ったが、その成果を 2009 年 9 月
には第 14回国際サンスクリット学会で発表、
Suzuki (2012)として出版、さらに重子音化に
関する論考を進めたものを 2013 年 1 月に国
際音声学音韻論学会（国立国語研究所主催）
にて口頭発表を行った。また、重子音化に関
連して、アヌスヴァーラの音声的特徴と音韻
的位置づけに関する論考を 2012 年３月にア
メリカ東洋学会で発表、Suzuki (2013)として
出版した。他の研究テーマである半母音の非
対称性は、この論考を進める中で着想を得、
歯擦音のそり舌化は特異な環境のため以前
より関心を持っており、関連文献を読んだり
して見解があり、独自の解釈が提示できると
考えていた。 
 
２．研究の目的 
(1) 理論音韻論の文献で論じられることが多
いサンスクリット語の同化など子音現象の
多様性が調音・聴覚・音響の音声的要因とい
う多面性に由来するものであって、音節構造
やきこえ度の階層など抽象的な韻律構造に
よって単一的に決められるのではないこと
を論証し、音韻現象一般の理解に貢献する。 
(2) 重子音化や歯擦音のそり舌化のように一
見奇異に見える現象はもともと複数のより
小規模な過程が集積したものである多重性
に起因することを実証する。いずれも古イン
ド・アーリア語期に進行中の変化であり、単
一の要因により簡潔性を重視した分析では
適切に扱うことができない。多様性を重視し
た、特異な現象の解釈により音韻現象一般お
よび言語変化の理解への貢献を目指す。 
 
３．研究の方法 
３年間のプロジェクトで年度ごとに異なる
テーマを扱い、平成 25 年度は重子音化、26
年度は半母音の非対称性、27 年度は RUKI ま
たは歯擦音のそり舌化の予定であった。諸般
の事情により、25 年度は重子音化と半母音の
多様性を並行して扱い、26 年度は重子音化、

27 年度は歯擦音のそり舌化を研究対象とし
た。本プロジェクトは文献に基づく研究であ
る。Whitney	(1889),	Wackernagel	(1896)な
どの文法書や Allen	(1953,	1962)などの研究
書、その他個別現象の研究論文をもとにして
いるが、歯擦音のそり舌化についてはリグヴ
ェーダのテキストを調査した。	
	
４．研究成果	
(1)	半母音の多様性	
サンスクリット語の半母音は y	r	l	v、すな
わち接近音／流音と渡り音からなるが、いず
れも音節主音になることができるため伝統
文法では１つの調音方法のグループをなす。
ところが、次のように実際には様々な音韻現
象で異なる。	
①頭子音結合	
音節内部での子音の配列は一般にきこえ度
によると考えられている。すなわち、調音方
法のグループにより、閉鎖音－摩擦音－鼻音
－流音－渡り音－母音の順にきこえ度が大
きくなるが、最もきこえ度が大きい音節主音
により近い子音の方がきこえ度が大きい。サ
ンスクリット語の頭子音結合にはこのきこ
え度の法則を守っているものもあるが、２つ
の半母音からなる vy-	vr-	vl-がある。これ
らは一般的な分類では渡り音 vと渡り音 yま
たは流音 r	l からなるもので、きこえ度の法
則の反例となる。これらの頭子音結合は vが
音韻的には半母音であるが音声的には唇歯
摩擦音であることにより、渡り音 y・流音 r	l
の前に生起することが可能であると説明す
ることができる。半母音のみからなる頭子音
結合のうち vl-は稀であるため、vy-	vr-に基
づいて v	>	y	r という階層（前の方がより子
音的）を確立することができる。	
②連声規則	
語間の連声規則では４つの半母音が同じよ
うな変化を見せるのではなく、r は歯擦音 s
と交替し、l は閉鎖音と同じような変化をす
る（Whitney	1886,	Wackernagel	1896他参照）。
まず語末に半母音が生起して連声規則の入
力となる場合であるが、r	s ともにほとんど
の有声音の前で rであるのに対して、無声音
の前では sになるというように声の同化によ
り rと s は交替する。一方、半母音が連声規
則の条件となる場合は、初期の古インド・ア
ーリア語では rの前のみ語末の鼻音が脱口腔
化によりアヌスヴァーラになったのに対し
て y	l	v の前の鼻音は鼻音性を保持したまま
同化して ỹ	˜l	ṽ となった。後に y	v の前で
も r同様鼻音はアヌスヴァーラになったのに
対して、l の前のみ口腔ジェスチャーの同化
が見られたが、これは閉鎖音の前でも同様の
変化が起こる。よって、語間の連声規則は同
化を引き起こす程度の順に l	>	y	v	>	r とい
う階層（前の方がより程度が大きい）を含意
するが、これは rが４つの半母音の中で最も
開口度が大きいのに対して lは閉鎖音同様口
腔内に接触があるという調音上の特徴に基



づくものであろう。	
③重子音化	
サンスクリット語の子音結合では r	h の後の
子音または１番目の子音が重子音になるが
（Varma	1929,	Cardona	2013 参照）、変化す
る子音は調音方法により規定することがで
きる。具体的には、閉鎖音が最も重子音にな
りやすく、次は鼻音であり、歯擦音は重子音
化の対象になりにくいというように、最も重
子音になりやすいのは口腔内に閉鎖がある
子音、次に口腔内に狭窄がある子音である。
他方、h	ḥ	ṁのように固有の口腔ジェスチャ
ーを欠く子音は重子音にならない。ところが、
半母音は個別に重子音化の対象になる度合
いが異なる。まず、r は重子音にならない。
次に、他の半母音は共起する子音によっては
重子音になるが、yは ry でのみ重子音化する
のに対して、vは vy	>	vvy、さらに l	v と閉
鎖音や鼻音の組み合わせでは l	v の方が重子
音になることもあり（(2)	(iid)参照）、４つ
の半母音の中では最も子音的である。半母音
同士の子音結合 ry	vy ではそれぞれ ryy	vvy
となる。これらの事実から重子音になりやす
さに基づいて l	v	>	y	>	r という階層を設定
することができる。重子音化における半母音
の異なる音韻現象は口腔ジェスチャーの違
いに起因すると考えられる。l	v は①②で述
べたように阻害音同様口腔内に接触や狭窄
があるのに対して、r の場合はおそらく開口
度が他の子音に比較して大きいのであろう。	
④中期インド・アーリア語の同化	
中期インド・アーリア語では古期から引き継
いだ大部分の子音結合が完全同化により重
子音になった（von	Hinüber	2001 他参照）。
この同化は一般的な同化のように方向性の
あるものではなく、調音方法によりどちらの
子音が同化されるかが決まる。具体的には閉
鎖音が最も出力として残りやすく次に摩擦
音や鼻音、半母音は最も同化されやすいが、
異なる閉鎖音からなる子音結合では逆行同
化となる。ところが、異なる半母音からなる
子音結合では l	>	v	>	y	>	r の順に出力とし
て残りやすい。中期インド・アーリア語の同
化はサンスクリット語の音韻現象より後の
時期であるため、２つの現象は別個の原則に
よるとも考えられるが、より後の時期の同化
によりサンスクリット語の上記３現象と合
致する階層が得られるのは注目に値する。	
⑤古期から中期インド・アーリア語の音韻現
象に基づき、上記①により v	>	y	r	、②によ
り l	>	y	v	>	r、③により l	v	>	y	>	r、④
により l	>	v	>	y	>	r という子音性の階層が
得られるが、これらを纏めると l	>	v	>	y	>	r
となる。この階層はすでに述べたように、そ
れぞれの半母音の調音に基づくものである。	
	
(2)	重子音化	
サンスクリット語の重子音化はVarma	(1929)
および Cardona	(2013)に詳細に述べられてい
るように伝統文法では子音結合の最初の子

音または r	h の後の子音が対象とされている
が、実際には音素配列上排除される子音結合
もあるので調音方法に基づいて規定するこ
とができる。まず１番目の子音が重子音にな
るのは子音の前の閉鎖音(ia)、歯擦音と半母
音からなる子音結合(ib)および vy	(ic)であ
る。	
(i)a.sapta-	>	sappta-,	agni-	>	aggni-,	
adya	>	addya,	cakra-	>	cakkra-,	cakṣuḥ	>	
cakkṣuḥ	
		b.viśvataḥ	>	viśśvataḥ,	amuṣya	>	
amuṣṣya	
		c.	daivyā	>	daivvyā	
他方、２番目の子音が重子音になる場合は音
声学書が規定するように r	h の後であるが、
r の後ろに生起する子音には制約はないもの
の hの後ろで重子音化するのは鼻音か半母音
に限定される（それぞれ(iia),	(iib)参照）。
他に２番目の子音が重子音になるのは	
(iic)	のように摩擦音の後の閉鎖音または
鼻音、(iid)のように l の後の閉鎖音、vの後
の鼻音であるが、この場合は最初の l	v が重
子音になることもある。	
(ii)a.artha-	>	arttha-,	ūrmiṇīḥ	>	
ūrmmiṇīḥ	varṣya-	>	varṣṣya-,	sūryasya	>	
sūryyasya,		
		b.jihma-	>	jihmma-,	bahvīḥ	>	bahvvīḥ	
		c.aṣṭābiḥ	>	aṣṭṭābiḥ	cf.	aṣṣṭābiḥ,	
viṣṇoḥ	kramaḥ	>	viṣṇṇoḥkkramaḥ	
		d.kalpān	>	kalppān	cf.	kallpān,	
vibhudāvne	>	vibhudāvnne	cf.	vibhudāvvne	
サンスクリット語の重子音化は音声学書に
より異なる記述もあり、方言により多様であ
ったことがうかがえるが、他にも入力や条件
に様々な制約があったり規定はあるものの
例外も多い。まず、入力はもともと重子音に
ならない r	h およびヴィサルガ・アヌスヴァ
ーラは除外される。歯擦音は重子音にならな
いとする音声学書もあるが、母音の前でのみ
重子音にならないとする場合もある。他に重
子音化が適用しないのは、重子音や調音点を
同じくする鼻音と閉鎖音の連続、さらに音声
学書によっては異なる閉鎖音の連続におけ
る重子音化を除外するものもある。	
	 他方、重子音化の環境に対する制約として
は母音間では重子音化は起こらないが、これ
は通言語的には重子音化は母音間で起こり
やすいという傾向に鑑みると特徴的である。
環境に関する他の制約としては長母音の後、
３個以上の子音からなる子音結合では起こ
らないとする場合もあるが、これらは明らか
に音節の長さに対する制約である。また、流
音が音節主音である場合重子音化が起こら
ないのも、Varma	(1929)が述べるように流音
が子音・母音の両価的であるため母音として
機能している場合でも子音として子音結合
の一部とみなされ、子音結合の数に関する制
約に抵触するためであろう。さらに、ヤマの
前の子音は重子音にならないとされたり、１
つの子音結合の中で重子音化が適用するの



は１回のみというのも子音結合の長さに対
する制約とみられる。異なる制約としては発
話の最初や最後、より限定的に語末で重子音
化が禁じられる場合がある。	
	 Blevins	(2004)の通言語的な研究では、重
子音化が起こりやすいのはアクセントがあ
る音節または句末の位置とされるが、サンス
クリット語の重子音化はこのいずれにも当
てはまらない。また、サンスクリット語の重
子音化は子音結合のみで起こるが、一般的に
は母音間の単一の子音の方が重子音になり
やすい。他方、通言語的には他の調音方法に
比較して閉鎖音が重子音になりやすいが、こ
の点はサンスクリット語の重子音化と合致
する。サンスクリット語重子音化の先行研究
では音節構造に基づく分析を提示しており、
例えば Hock	(1991)は母音間の子音結合で重
子音化がみられるのは分節が VC-CV と V-CCV
の両価性に起因するとしているが、V-CCV の
分節が不可能な場合もあり、サンスクリット
語の様々な重子音化の例を統一的に説明す
るのは困難である。	
	 サンスクリット語重子音化の複雑さ・多様
性を解明するには複数の要因・複数の起源を
仮定するのが妥当である。まず、様々な音声
学書に共通する２つの傾向、子音結合の１番
目の子音と r	h の後の子音の重子音化は有意
義な一般化と見るべきであるが、そのうち１
番目の子音の重子音化に関しては、母音の前
の位置に対して子音の前の位置で子音が調
音的に困難で聴覚的に不明瞭になるため母
音挿入や子音削除などの解決策がとられる
ことは音韻現象の音声的解釈を基盤とする
Côté	(2000)や Blevins	(2004)など多数の研
究が論証している。重子音化も同様に子音の
前の子音を聴覚的により明確にするものと
解釈できる。また、r	h の後の子音は頭子音
であり、頭子音の強化は頻繁に起こる現象で
あることと合致する。hvayāmi	>	hhvayāmi,	
ścotanti	>	śścotantiなど例外的な摩擦音の
重子音化は音節の最初の子音または語頭子
音の強化であると解釈するのが妥当であろ
う。さらに、サンスクリット語の重子音化で
唯一通言語的な傾向と一致する特徴である、
特定の口腔ジェスチャーを欠く子音よりそ
れがある子音、狭窄のある子音より閉鎖のあ
る子音の方が重子音化しやすいが、口腔ジェ
スチャー、特に閉鎖の延長の傾向である。こ
のような複合的な現象が生じたのは、重子音
化が歴史的に複数の独立した過程が融合し
たためであろう。具体的には、閉鎖音の重子
音化、r の後の子音の重子音化、半母音の前
の摩擦音の重子音化、子音の後ろの位置での
頭子音の重子音化など（おそらく部分的に重
なる）複数の過程が別々に発達した結果、他
に類を見ない広範囲の重子音化が生じたも
のであろう。	
	 サンスクリット語の重子音化は、語間の連
声規則やそり舌化、重複などサンスクリット
語の音韻現象の中では比較的注目されるこ

とが少ないものの特異性を有する興味深い
現象で、従来の音節構造に基づく分析では扱
いきれなかった。本プロジェクトでは複合的
な現象として捉えて、より記述的妥当性の高
い、それぞれの要因が独立した根拠のある現
象として解釈し、重子音化の特異性が普遍的
特徴の相互作用によることを示した。３つの
傾向、すなわち、頭子音の強化、口腔ジェス
チャー（特に閉鎖）の延長、子音の前の子音
の明確化という複数の要因の相互作用によ
る、また起源的には複数の独立した重子音化
の過程が融合したものであるという解釈は、
多様性を含めて重子音化の現象全体の理解
に有益であると考える。口腔ジェスチャーの
延長は Suzuki	(2012)にも述べられているよ
うに、子音結合における母音挿入や子音挿入
とも共通するサンスクリット語の一般的な
傾向である。	
	
	(3)	歯擦音のそり舌化	
Whitney	(1889),	Wackernagel	(1896)など文
法書に詳細に述べられているように、前イン
ド・アーリア語で歯擦音 sは子音の r	k およ
び a以外の母音の後ろで歯音からそり舌音に
変化している。同様の現象はイラン語派・バ
ルト語派・スラブ語派にも見られるため、分
化する以前の変化または地域的な現象と見
られるが、言語による違いも存在する。その
特異な環境により歴史言語学でも生成音韻
論でも注目されており、条件の r	u	k	i が自
然類をなすか、複数起源ではないかとの解釈
もある。	
①条件	
サンスクリット語の歯擦音のそり舌化を引
き起こすのは母音では a/ā 以外のすべて、子
音では r	k のみである。これらの音は一見共
通する音声特徴を欠いており、不自然な集合
に見えるが、実際には子音の中には歯擦音の
前に生起しない音は多い。そり舌化の具体例
として、(ia)は前の音が後ろの歯擦音のそり
舌化を誘発する例、(ib)は a/ā,	ṭ,	t,	p が s
の前の位置でもそり舌化を引き起こさない
例、さらに(ic)はヴィサルガとアヌスヴァー
ラはそれ自身後の sのそり舌化を引き起こさ
ないものの前の母音によるそり舌化を阻止
しない例である。	
(i)a.agníṣu,	dhenúṣu,	vākṣú,	gīrṣu	
	b.vadasi,	senāsu;	dviṭsu,	marútsu,	apsú		
	c.mánaḥsu	vs.	havíḥṣu,	dhanuḥṣu		
	vidvā´ṁsam	vs.	havī´ṁṣi,	parū´ṁṣi		
	 そり舌化を誘発する母音は a/ā 以外である
が、サンスクリット語の中母音 e	o はそれぞ
れ二重母音 ai	au から発達しており、この母
音変化は sのそり舌化より後の時期の変化と
みられるため、そり舌化が最初に起こった時
点では直前の母音が高母音 i	u のいずれかで
あったはずである。従って、s の前でそり舌
化を引き起こす母音は i	u と ṛ/ṛ¯であるが、
子音 r もそり舌化を引き起こす。i は硬口蓋
音、u は唇軟口蓋音、ṛ/ṛ¯はそり舌音でいず



れも歯音 sの位置より後ろにあるため、調音
点の後退により sがそり舌音になるのであろ
う。a/ā も調音点では歯音より後ろであるが、
一般に高母音は口蓋化など前後の子音の調
音点の同化を引き起こすのに対して中・低母
音は同様の傾向がほとんど見られない
（Kochetov	2011）。	
	 次に子音の方はほとんどが sの前に生起し
ないものの、sの前に生起するもののうち k	r
がそり舌化を引き起こし、ṭ,	t,	p,	s が引き
起こさない。k	r は一見共通点がないように
思われるが、s の前に生起しない子音を除外
するとそり舌化を引き起こす子音の調音点
はより後ろの方であるのに対して引き起こ
さない子音はより調音点が前の方である。唯
一問題点はそり舌化を引き起こす rと引き起
こさない ṭ がいずれもそり舌で同じであるこ
とだが、これは調音方法に起因すると考えら
れる。すなわち、r は調音の際一貫してそり
舌を保つことができるが、ṭ は閉鎖がそり舌
であるのに対して解放の際は舌尖がより前
の位置に移動するため後ろの sと接する時点
で r より ṭの方が舌の位置が前にあると考え
られる。よって、k	r による歯擦音のそり舌
化も調音点の同化（kの場合は部分的な同化）
とみるのが妥当であろう。	
②例外と不規則性	
歯擦音のそり舌化は後ろにそり舌半母音／
母音がある場合には(iia)にあるように阻止
される。そり舌化の阻止は(iib)のように r
が歯擦音と隣接していない場合にも起こる
が、例外もあり、(iic)のように後ろにそり
舌半母音／母音があってもそり舌化が起こ
る場合もある。このような制約があるのは
r/ṛ/ṛ¯の場合のみである。	
(ii)	a.	tisra,	tisṛbhiḥ,	usrás,	sisrate		
			b.	sísarti,	tistiré,	pispṛśas		
			c.	viṣṭír,	níṣkṛtá-,	víṣpardhas	
	 この他にもサンスクリット語の歯擦音の
そり舌化は説明の困難な例外が多いことで
も知られているが、ほとんどが母音の後ろで
ある。例外は(iiia)のように条件を満たすの
にそり舌化が起こらない場合と(iiib)のよ
うに条件を満たさないのにそり舌化が起こ
っている場合の両方がある。	
(iii)	a.ṛbīsa-,	kīstá-,	busá-,	bṛsaya-		
			b.áṣa,	caṣāla-,	jálāṣa-	
不規則性が顕著なのは sで始まる動詞語根の
重複形で、(iva)のように規則的にそり舌化
が適用する例、(ivb)のように条件を満たす
のに適用しない例、(ivc)のように後続する
そり舌半母音／母音により歯檫音のそり舌
化が阻止される例がある。	
(iv)	a.siṣāsan,	siṣāsasi,	siṣakti	
			b.sisicus,	sisice;	sisakṣi,	susnuṣe	
			c.sisarṣi,	tistire,	sisṛtam,	sisrate	
(iiia)	(ivb)に見られるようにほとんどの例
外が高母音の後ろで、k の後ろでは例外なく
そり舌化が適用、r/ṛ/ṛ¯の後ろの位置で多少
の例外が見られるのみである。他方、(ivb)

のように本来ならそり舌化を誘発しない母
音 aの後ろではそり舌歯擦音が見られるのに
対して、k	r 以外の子音の後ろの位置ではそ
り舌歯擦音は生起しない。	
③起源と発達	
以上見てきたように歯擦音のそり舌化を引
き起こす音には歯茎より後ろという調音上
の共通点はあるものの、明確な相違点もある。
まず、サンスクリット語のそり舌化では
r/ṛ/ṛ¯のみが歯擦音の後ろの位置でそり舌化
を阻止する。次に、例外は ṛ/ṛ¯以外の母音の
後ろにほぼ限定される。また、ヴェーダ期に
はそり舌化は複合語や句レベルなどより適
用範囲が広かったが、これも母音の後ろの位
置に限定される。次に、通言語的には子音 r
と後舌高母音 uはそり舌化を引き起こすこと
が多いのに対し、前舌高母音 iは典型的に脱
そり舌化の条件となったり口蓋化を引き起
こす	(Hamann	2003,	Kochetov	2011)。k はそ
り舌化の条件としての報告例はない。	
	 これらのことから単一の過程に見えるそ
り舌化はそれぞれの適用条件により独立し
た過程が融合したものと考えられる。すなわ
ち、前インド・アーリア語において r/ṛ/ṛ¯	u	
k	i それぞれの位置での歯擦音の調音点の後
退が、もともとそり舌音を欠いていたイン
ド・アーリア語におけるそり舌音の発達と相
まって最終的にそり舌歯擦音になったので
あろう。	
	
(4)	⑴〜⑶で見てきたように、半母音の多様
性・重子音化・歯擦音のそり舌化のいずれも
調音上の特徴、特に口腔ジェスチャーが音韻
現象の基盤となっており、一見特異な重子音
化や歯擦音のそり舌化は類似した複数の過
程が融合したと解釈することにより、より説
得力のある分析を達成することができる。	
	 今後の展望として、重子音化が正確にいつ
頃始まりどのように拡散していったかを文
献に基づいて解明し、中期インド・アーリア
語の同化との関連を最近の音声学・音韻論の
知見に基づいて追求する必要がある。また、
歯擦音のそり舌化は、共時的レベルにではリ
グヴェーダの動詞の重複形におけるそり舌
化や句レベルのそり舌化の事実関係の整理
と解釈、当該現象と鼻音のそり舌化との関連、
通時的レベルではリグヴーダ・ヤジュルヴェ
ーダ・アタルヴァヴェーダ間のそり舌化の比
較、サンスクリット語における歯擦音の発達
との関連を解明するのが有益であると考え
る。	
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